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消
費
税
増
税

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興

財
源
の
議
論
が
政
府

内
で
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
政
府
の
復

興
構
想
会
議
は
、
４
月
14

日
の
初
会
合
で
、
消
費
税

を
念
頭
に
し
た
震
災
復
興

税
を
打
ち
出
し
た
。
民
主

党
も
消
費
税
の
３
％
引
き

上
げ
を
示
す
な
ど
、
消
費

税
増
税
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
る
。
６
月
に
は
、

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
」
と
称
し
、
社
会
保

障
の
大
幅
削
減
が
も
く
ろ

ま
れ
て
い
る
。

　

消
費
税
の
増
税
と
社
会

保
障
の
抑
制
は
、
危
機
的

状
況
の
な
か
で
耐
え
忍

び
、
支
援
を
待
つ
被
災
者

に
容
赦
な
く
負
担
を
強
い

る
非
人
道
的
な
財
源
政
策

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
は
、
日
本
経
済
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

復
興
に
は
、
大
企
業
へ

の
過
度
な
減
税
や
米
軍
へ

の
思
い
や
り
予
算
、
政
党

助
成
金
な
ど
、
不
要
不
急

の
財
源
を
ま
ず
充
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
政
府
は

こ
の
財
源
を
聖
域
化
せ

ず
、
議
論
の
対
象
に
す
べ

き
だ
。

　

震
災
を
口
実
に
し
た
社

会
保
障
「
改
革
」
の
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。
厚
労

省
は
５
月
12
日
に
「
改

革
」
案
を
公
表
し
、
復
興

に
向
け
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
給
付
の
重
点
化
、
選
択

と
集
中
」
が
求
め
ら
れ
る

と
明
記
し
、
社
会
保
障
削

減
の
方
向
を
示
し
た
。
こ

の
流
れ
の
な
か
で
、
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
へ

突
き
進
も
う
と
し
て
い

る
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
低

診
療
報
酬
・
社
会
保
障
費

抑
制
路
線
に
よ
る
脆
弱
な

医
療
提
供
体
制
が
、
被
災

者
の
命
と
健
康
に
深
刻
な

事
態
を
も
た
ら
し
た
。
保

団
連
が
集
約
し
た
会
員
医

療
機
関
の
被
害
は
、
全
半

壊
２
８
１
件
、
一
部
損
壊

約
８
０
０
件
に
及
び
、
地

域
医
療
の
再
建
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。

　

復
興
に
は
、
医
療
を
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
体
制

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

医
療
機
関
の
復
旧
に
向
け

た
国
の
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
。
し
か
し
、
政
府
が

進
め
る
消
費
税
増
税
と
社

会
保
障
「
改
悪
」

は
、
医
療
機
関
の
再

建
を
阻
み
、
医
療
崩

壊
へ
と
向
か
わ
せ
る
最
悪

の
施
策
だ
。

　

協
会
は
、
被
災
者
の
生

活
と
会
員
医
療
機
関
の
復

旧
を
第
一
に
、
医
療
と
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
よ

う
復
興
対
策
の
抜
本
的
拡

充
を
求
め
て
い
く
。

非
人
道
的
な
震
災
復
興
財
源
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売買物件募集中

歯科医院の売買ならさくらハウスへ
内装付き歯科医院を探されている先生方から多数問い合わせがござ
いますので売却予定がございましたら是非当社にお任せ下さい

売却物件募集

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪藤井寺方面　家賃38万円　ガレージ３台有
チェア５台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸）300万円
東大阪市新池島　家賃13万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸）1400万円
豊中市蛍池　賃料13万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸） 700万円
大阪南方面　家賃17.4万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン
居抜物件（賃貸） 300万円
大阪府松原　賃料23万円
チェア２台　レントゲン

居抜物件（賃貸） 200万円
瓢箪山　賃料18万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン

防
げ
る
、治
せ
る
、認
知
症

森　

啓
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
所
老
年
医
科
学
大
講
座
教
授
）

報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
保
団

連
か
ら
改
定
延
期
の
組
織
討

議
要
請
が
あ
り
、
討
議
の
う

え
大
阪
歯
科
協
会
と
し
て
は

改
定
延
期
は
要
求
し
な
い
と

の
案
を
ま
と
め
た
。
保
団
連

で
は
全
国
協
会
の
討
議
を
ふ

ま
え
６
月
26
日
の
代
議
員
会

で
最
終
決
定
す
る
。

　

会
務
運
営
で
は
、
通
常
評

議
員
会
、
定
期
総
会
の
議
案

と
な
る
２
０
１
０
年
度
決
算

案
、
10
年
度
収
支
差
額
処
理

案
、
11
年
度
予
算
案
を
最
終

確
認
し
た
。

力
を
お
願
い
し
て
き
た
。
４

月
末
で
１
０
０
０
万
円
に
達

し
た
こ
と
を
区
切
り
に
、
こ

れ
か
ら
は
保
団
連
が
提
起
す

る
被
災
会
員
の
救
援
募
金
を

協
会
会
員
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

協
会
は
、
募
金
の
他
、
役

員
・
会
員
ら
に
よ
る
歯
科
医

療
支
援
活
動
、
事
務
局
員
の

現
地
派
遣
な
ど
を
取
り
組
ん

で
き
た
。
５
月
18
日
〜
22
日

に
第
２
次
歯
科
医
療
支
援
チ

ー
ム
を
派
遣
す
る
。

　

医
療
運
動
で
は
、
来
年
４

月
予
定
の
診
療
報
酬
・
介
護

　

理
事
会
を
５
月
14
日
に
開

き
、
被
災
会
員
の
激
励
、
救

援
と
診
療
機
能
の
回
復
、
そ

れ
に
伴
う
被
災
地
域
の
医
療

確
保
と
一
刻
も
早
い
被
災
地

の
復
興
を
め
ざ
す
た
め
、
保

団
連
が
呼
び
か
け
る
「
東
日

本
大
震
災
救
援
募
金
」
に
取

り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。
１

口
５
０
０
０
円
で
で
き
る
だ

け
２
口
以
上
の
協
力
を
機
関

紙
な
ど
で
会
員
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

協
会
は
こ
の
間
、
会
員
に

被
災
し
た
地
域
住
民
の
復
興

支
援
を
目
的
に
義
援
金
の
協

被
災
会
員
救
援
募
金
実
施
へ

理事会

診
療
機
能
の
早
期
回
復
め
ざ
す

第５回日常診療経験交流会 基調講演抄録
　

わ
が
国
の
要
介
護
・
支
援
認
定
者
は
４
７
０
万
人
を
突

破
し
、
そ
の
約
半
数
以
上
が
認
知
症
を
罹
患
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
（
Ａ
Ｄ
）
の
占
め
る
割
合
は
50
〜
60
％
と
い
わ
れ
て
お

り
、
高
齢
化
す
る
社
会
構
造
と
医
療
状
況
が
変
わ
ら
な
い

限
り
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
は
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
よ
う
に
進
行
性
に
症
状
が
進
行
す
る

タ
イ
プ
や
血
管
性
認
知
症
の
よ
う
に
一
過
性
で
症
状
が
固

定
す
る
タ
イ
プ
は
、
元
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
外
科
的
手
術
後
の
点
滴
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン
不

足
や
ホ
ル
モ
ン
異
常
に
よ
る
タ
イ
プ
や
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
（
特
発

性
正
常
圧
水
頭
症 idiopathic normal pressure 

hydrocephalus

）
の
よ
う
な
異
常
脳
圧
が
原
因
で
発
症
す

る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
後
者
の
、
い
わ
ゆ
る
治
る
認
知

症
と
知
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ
に
は
、
適
切
な
内
科
的
治
療

に
よ
る
防
止
や
治
療
が
可
能
で
す
し
、
シ
ャ
ン
ト
脳
神
経

外
科
的
手
術
に
よ
る
脳
圧
効
果
術
に
よ
っ
て
歩
行
障
害
も

認
知
症
も
劇
的
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
、
狂
牛
病
の
よ
う
な
感
染
病
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す

が
、
全
体
と
し
て
は
ご
く
低
頻
度
で
す
。
本
講
演
で
は
、

も
っ
と
も
典
型
的
か
つ
高
頻
度
で
あ
る
認
知
症
と
し
て
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
、
発
症
の
仕
組
み
、
臨
床
症

状
、
脳
画
像
所
見
、
種
々
の
検
査
に
つ
い
て
概
説
い
た
し

ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
初
期
症
状
で
あ
る
記
憶
す
る

う
こ
と
も
重
要
な
観
察
で
す
。
初
期
症
状
と
し
て
、
長
期

記
憶
に
相
当
す
る
昔
話
が
で
き
る
の
に
、
同
じ
事
を
繰
り

返
し
尋
ね
た
り
、
先
ほ
ど
食
べ
た
食
事
を
覚
え
て
い
な
い

と
い
っ
た
症
状
は
、
こ
の
海
馬
機
能
の
障
害
に
よ
る
短
期

記
憶
の
形
成
不
全
に
起
因
し
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
よ
う
な
神
経
変
性
症
は
、
進
行
性
疾

患
で
あ
る
た
め
に
、
年
月
と
共
に
記
銘
力
低
下
と
い
う
記

憶
障
害
（
中
核
症
状
）
か
ら
、
さ
ら
に
大
脳
皮
質
機
能
で

あ
る
長
期
記
憶
や
判
断
力
ま
で
壊
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

詐
欺
被
害
に
遭
っ
た
り
、
人
格
変
化
、
さ
ら
に
は
抑
制
困

谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
点
で
も
対
策
が
急
が
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
発
症
で
あ
っ
て
も
、
個
人
差
も
大

き
く
、
そ
の
原
因
と
し
て
発
症
年
齢
を
左
右
す
る
様
々
な

要
因―

遺
伝
性
要
因
と
非
遺
伝
性
要
因―

が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
性
要
因
に
は
、
早
期
発
症
型
家

族
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
晩
期
発
症
型
家
族
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
が
あ
る
。
前
者
は
、
プ
レ
セ
ニ
リ
ン
、
ア
ミ

ロ
イ
ド
タ
ン
パ
ク
質
前
駆
体
の
変
異
が
あ
り
、
後
者
は
、

ア
ポ
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
Ｅ
ア
レ
ル
ε
４
が
遺
伝
的
危
険
因

子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
性
差
と
し
て
男

性
よ
り
も
〝
女
性
〞
が
危
険
因
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
遺
伝
性
要
因
は
、
努
力
で
は
変
え
ら
れ
な
い
故
に

意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
病
因
の
解
明
に
は
極

め
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
非
遺
伝
性
要
因

と
し
て
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

要
因
は
、
必
ず
し
も
認
知
症
の
原
因
と
は
成
り
ま
せ
ん

が
、
進
行
を
低
頻
度
で
加
速
す
る
危
険
因
子
で
あ
る
証
拠

が
集
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
因
論
を
議
論
す
る
研
究
背
景
と
し
て
、
な

が
ら
く
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
脳
内
に
あ
る
老
人
斑
が
原
因

と
し
て
注
目
さ
れ
、
老
人
斑
構
成
成
分
で
あ
る
Ａ
ｂ
（
エ

ー
ベ
ー
タ
）
タ
ン
パ
ク
質
が
治
療
標
的
と
見
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
老
人
斑
仮
説
の
正
当
性
は
、
早
期
発
症
型
遺
伝

変
異
、
脳
神
経
病
理
学
、
モ
デ
ル
動
物
の
基
礎
研
究
か
ら

支
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
根
本
的
治
療
法
と
し
て
開
発

さ
れ
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
臨
床
治
験
（
Ａ
Ｎ
１
７
９

２
）
で
の
経
験
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
、
老
人
斑
仮
説
は
完
全

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
翻
っ
て
文
献
学
的
に
も
、
老
人
斑

量
と
認
知
症
状
の
相
関
性
の
欠
如
に
関
す
る
報
告
を
は
じ

め
、
記
憶
形
成
を
司
る
脳
部
位
で
あ
る
辺
縁
系
海
馬
が
Ａ

Ｄ
脳
で
老
人
斑
病
変
が
少
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
正
常
高

齢
者
脳
に
も
多
数
の
老
人
斑
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

老
人
斑
仮
説
を
進
化
さ
せ
る
よ
う
な
病
因
解
明
へ
の
努
力

が
不
足
し
て
い
た
と
反
省
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
可
溶
性
Ａ
ｂ
集
合
体
（
Ａ
ｂ
オ
リ
ゴ
マ
ー
と
総

称
）
が
認
知
症
障
害
の
本
体
分
子
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
。
従
来
の
治
療
標
的
で
あ
る
老
人
斑
は
顕
微
鏡

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
組
織
形
態

的
に
目
に
見
え
な
い
Ａ
ｂ
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
が
今
後
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
研
究
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
本
講

演
で
は
、
こ
の
よ
う
に
Ａ
ｂ
研
究
が
一
つ
の
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
研
究
前
線
を
概
説
し
つ
つ
治
療
薬
開

発
の
現
状
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

作
業
（
記
銘
）
低
下
が
特
徴
で
す
。
記
憶
に
は
、
短
期
記

憶
（
一
次
記
憶
）
と
長
期
記
憶
の
分
類
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
初
期
に
は
、
と
り
わ
け
短

期
記
憶
の
障
害
が
初
期
症
状
と
し
て
重
要
で
す
。
こ
の
記

憶
障
害
に
は
、
海
馬
と
呼
ば
れ
る
古
皮
質
辺
縁
系
が
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
的
に
異
常
が
確
か
め
ら
れ
た
段

階
で
は
、
脳
画
像
で
の
所
見
が
海
馬
や
大
脳
皮
質
の
萎
縮

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
初
期
に
は
海
馬
お
よ

び
帯
状
回
後
部
の
萎
縮
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
と
い

に
、
大
脳
皮
質
の
萎
縮
も
少
な
く
進
行
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
脳
卒
中
や
微
小
出
血
は
脳
画
像
で
の
病
変
フ
ォ

ー
カ
ス
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る
こ
と
も
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
場
合
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
見
ら
れ
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
で
す
が
、
な
か
に
は
65
歳
よ
り
若
く
発
症
す

る
若
年
性
認
知
症
の
ケ
ー
ス
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
状

の
進
行
が
早
い
と
い
う
医
学
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
一

家
の
大
黒
柱
の
喪
失
、
社
会
的
な
損
失
に
加
え
て
、
現
行

の
高
齢
者
を
念
頭
に
置
い
た
医
療
・
介
護
の
保
険
制
度
の

難
な
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る
周
辺
（
随
伴
）
症
状
が
加
わ

る
よ
う
に
な
り
深
刻
度
が
増
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
い
わ
ゆ
る
徘
徊
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
運
動
失
調
な
ど
の
小
脳
・

脊
髄
症
状
が
前
景
と
は
な
り
に
く
い
こ
と
で
も
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

血
管
性
認
知
症
や
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
で
は
、
皮
質
萎
縮
が
無
い

脳
室
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
臨
床
症
状
の
経
時
変

化
が
比
較
的
軽
微
で
あ
る
こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
よ
う


